
 2023年3月23日発行

  　環境経営レポート

  ―エコアクション２１取組についての報告―

2022年度版

  対象期間：2022年2月～2023年1月

   株式会社ダスティ



１．当社の概要

(1) 事業者名　株式会社ダスティ

(2) 代表者名　代表取締役　藤原 富藏

(3) 創業　昭和５８年　藤原商業設立、平成３年２月　株式会社ダスティに社名変更

(4) 資本金　　　５０百万円

(5) 所在地及び活動管理体

ダスティリサイクルセンター：　〒262-0013千葉市花見川区犢橋町1688番地1

Tel：043-257-7877、 Fax ： 043-257-7519

＊本社：千葉市みつわ台5-1-98（住居の為除外）

(6) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者名及び連絡担当者名　副社長　藤原 竹識　（Tel ：043-257-7877）

(7) 事業活動の内容

　環境産業を営む弊社として、真正面に地味ではありますが日々取り組んで参ります。

昭和58年、古紙リサイクル業として開業しました。平成3年2月株式会社設立と同時に

千葉県産業廃棄物収集運搬許可を取得、更に平成6年には千葉市一般廃棄物収集運搬

許可を取得、以後八街市、四街道市、八千代市他、数県の許可を取得。

さらに、平成21年9月14日に産業廃棄物処分業の許可を取得しました。

　年々増大する廃棄物に戸惑いながらも日々リサイクル、減量と対峙している今日です。

主に運搬業ですから第一に効率走行（アイドリングストップ・急発進・法定走行・冷暖房の

適切使用等）、第二に社員のリサイクル・廃棄物減量の意識向上と実践を貫徹して参りま

す。

　さらに、エコアクション２１認証取得を機に、５R活動を全従業員へ再徹底させています。

自分がやらなければ、誰が行うという精神です。廃棄物処理業は、とかく地味で根気が

必要です。毎日こつこつ積み上げて環境活動を実施したいと考えています。

(8) 事業の規模と計画

2021年

650

43

232

7,100

34

2,359

2,352

3,709

2,727

2020年

232

産業廃棄物収集運搬量

産業廃棄物中間処理量

一般廃棄物収集運搬量

ｔ

ｔ

ｔ

1,580

3,188

単位

百万円

人

ｍ2

ｍ2

台

活動規模

売上げ高

従業員数

床面積

土地面積

車両台数

7,100

34

1,586

656

43

古紙リサイクル量 ｔ 2,650 2,565

2022年

650

43

232

7,100

34

2,144

2,143

3,683
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(9) 産業廃棄物の収集運搬業の許可の内容

●

※3

● ● ●
※１ ※１ ※１

●

※3

● ● ●
※１ ※１ ※１

●

※3

● ●
※１ ※１

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※2 ※4

※１　特別管理産業廃棄物（感染性産業廃棄物含む） ※2　積替え保管含む

※3　石綿含有産業廃棄物を含む ※4　積替え保管・石綿含有産業廃棄物収集運搬共に有り

(10) 産業廃棄物の処分業の許可の内容

●

処
分
方
法

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
類

紙
く
ず

木
く
ず

廃
油

※2

●

●

● ●

● ● ●

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

金
属
く
ず

●

2 千葉市 5520001587
2009年9月14日

2024年9月13日

汚
泥

1 千葉市 5520001587
2009年9月14日

2024年9月13日
圧縮

破砕

産業廃棄物処分業

No.
都道府県

・政令市
許可番号

許可年月日
及び

有効期限

許可品目（●）

ガ
ラ
ス
・

コ
ン
ク
リ
ー

ト
・

陶
磁
器
く
ず

が
れ
き
類

1100001587

1200001587 ● ●

2011年11月30日

2026年11月29日

2023年2月5日

2028年1月17日

2027年2月16日

9

10

千葉県

千葉市

1250001587

5510001587
●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

金
属
く
ず

許可品目（●）産業廃棄物収集運搬業

No.

が
れ
き
類

ガ
ラ
ス
・

コ
ン
ク
リ
ー

ト
・

陶
磁
器
く
ず

動
植
物
性
残
さ

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

廃
プ
ラ
類

廃
ア
ル
カ
リ

廃
酸

廃
油許可番号

許可年月日
及び

有効期限

汚
泥

2026年12月25日

2023年2月1日

2028年1月31日

2012年3月1日
8

2008年10月22日

2023年10月21日

2008年11月18日

2023年11月17日

2022年2月25日

2027年2月24日

埼玉県

千葉県

7

0900001587

0801001587

13-00-001587

13-57-001587

01401001587

2012年3月19日

2027年3月18日

2011年12月26日

1

2

3

4

5

6

都道府県

・政令市

栃木県

茨城県

東京都

神奈川県

神奈川県

2026年12月25日

2011年12月26日
01451001587

東京都

● ●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

● ● ●

● ● ● ● ●

●

●

● ● ● ●

●

●

●

●

● ● ● ●
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(11) 一般廃棄物収集運搬業の許可の内容

(12) 収集運搬車両の内容

(13) 中間処理能力及び全保管量一覧

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

24.0ｔ/ｈ（8h）

がれき類 4.856ｔ/ｈ（8h）

廃プラスチック類

1

3 第25号

4 第12号
2022年4月1日

2024年3月31日

八千代市

八街市

2023年4月1日

2025年3月31日

2 第33号
2023年4月1日

2025年3月31日

1 第35号
2021年9月1日

2023年8月31日

許可権者

千葉市

四街道市

許可年月日
及び

有効期限
No. 許可番号

数量施設の種類 処理能力

車両の種類

平車

バン

アームロールコンテナ車

塵芥車

ユニック車

冷蔵冷凍車

ショート車

平車ロング

1

34

No.

1

3

4

5

6

7

8

2

能力

合計

台数

10／2

2

3／2

11

1

1

2ｔ／3ｔ

2ｔ

4ｔ／8t

4ｔ

4ｔ

2t

2t

4ｔ

1圧縮施設

廃プラスチック類 0.888ｔ/ｈ（8h）

金属くず 1.08ｔ/ｈ（8h）

繊維くず(畳含む） 1.14ｔ/ｈ（8h）

金属くず

紙くず

木くず

4.00ｔ/ｈ（8h）

17.0ｔ/ｈ（8h）

16.8ｔ/ｈ（8h）

52.8ｔ/ｈ（8h）

廃プラスチック類

破砕施設 1

1

金属くず

紙くず

木くず

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

作業スペース
手選別

114㎥

木くず 1.11ｔ/ｈ（8h）
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施設の種類

廃プラスチック類

保管面積保管容量 保管高さ 保管上限

1.2ｍ 8.17㎥

6.85㎡

8.16㎥

8.17㎥

中
間
処
理
後

廃棄物
保管施設
（コンテナ
による）

1.2ｍ 8.16㎥

1.2ｍ 8.17㎥

1.2ｍ 8.17㎥

1.2ｍ 8.17㎥

数量

8.17㎥ 1.2ｍ 8.17㎥

8.17㎥

金属くず 6.85㎡ 1

1

1

1

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

廃プラスチック類、紙くず、木く
ず（可燃処分用）

廃プラスチック類、紙くず、木く
ず、繊維くず（管理型処理用）

6.85㎡

6.85㎡

6.85㎡

8.17㎥

8.17㎥

木くず

3

1

6.84㎡

6.85㎡

廃プラスチック類 6.84㎡ 8.16㎥ 1.2ｍ 8.16㎥ 2

積
替
え
保
管

廃棄物
保管施設
（コンテナ
による）

処理前
コンテナ

廃棄物
保管施設
（ドラム缶
200ℓ）

製品保管
施設

（ドラム缶
200ℓ）

木くず 6.85㎡ 8.16㎥ 1.2ｍ 8.16㎥ 1

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

6.85㎡ 8.16㎥ 1.2ｍ 8.16㎥ 1

がれき類 8.16㎥ 1.2ｍ 8.16㎥ 1

動物性残渣 6.85㎡ 8.16㎥ 1.2ｍ 8.16㎥ 1

廃プラスチック類、紙くず、木く
ず（可燃処分用）

6.85㎡ 8.16㎥ 1.2ｍ ― 5

汚泥（ドラム缶による） 0.255㎡ 0.20㎥ 1.0ｍ 0.20㎥ 10

アルミニウム 0.255㎡ 0.20㎥ ― ― 3

廃油（ドラム缶による） 0.255㎡ 0.20㎥ ― ― 10

銅 0.255㎡ 0.20㎥ ― ― 4

ステンレス 0.255㎡ 0.20㎥ ― ― 5

6他非金属類 0.255㎡ 0.20㎥ ― ―
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廃プラスチック類

収集運搬

処理済
廃ﾌﾟﾗ等

製鋼原料

焼却処理

金属くず
紙くず
ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず

埋立

木くず
チップ

破砕
がれき

ガラ陶
くず

繊維くず
（畳含む）

焼却処理

発電用
燃料

金属くず

紙くず

木くず
がれき類
繊維くず（畳含む）

収集運搬

収集運搬

産業廃棄物の中間処理フロー図

発電用
燃料

路盤材
受入・保管 破砕処理

（一次）

破砕処理

（二次）

受入・保管
破砕処理

（一次）

破砕処理

（二次）

受入・保管 圧縮処理

圧縮処理

分別作業

分別作業

分別作業
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(14) 環境組織図（2023．09.01現在）

担当 役割・責任・権限

代表者 ・環境経営方針の決定 ・環境管理責任者の任命

・代表者による全体の評価と見直し・必要な経営資源の投入

・代表者による経営にける課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・環境経営システムの確立 ・環境経営システムの実施

・環境経営システムの維持 ・EA21の活動状況報告

EA21推進委員会 ・環境経営計画の実施 ・月別部門データの集計

・問題点の把握と是正の実施

２．対象範囲

エコアクション２１

認証・登録番号 ０００７１２

株式会社　ダスティ

千葉県千葉市花見川区犢橋町１６８８１－１

・一般廃棄物・産業廃棄物・特別管理産業廃棄物

　の収集運搬業

・産業廃棄物処分業

・古紙リサイクル業

対象事業所 ダスティリサイクルセンター

認証・登録日 ２００７年７月２３日

更新登録日 ２０２２年７月２３日

有効期限 ２０２３年７月２２日

事務部門

環境事務局

認証・登録番号

事業活動範囲

環境管理責任者
（副社長）

代表者

EA21推進委員会

業務部
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３．環境経営方針

企　業　理　念

“愛する地球を”かけがえのない環境保全の為に、株式会社ダスティ従業員　　

は、『もったいない』という精神の元に一丸となり、循環型社会形成に向けて　　　　　　

環境にやさしい活動をします。　

行　動　指　針

①事業活動を通じ、『5R活動』を徹底します。

(A)　 Recycle　･･･　一度利用して不要になったものを原料として再び利用する。

(主に紙類他)

(B)　Reuse　･･･　一度利用したものを再利用する、何度も使う。（主にびん類他）

(C)　Reduce　･･･　廃棄物を減量する。

(D)　Repair　･･･　修理して使う。

(E)　Renewable　･･･　新生させる。

②環境関連法規等を遵守し、環境保全に努めます。

③地域住民と諸官庁とのコミュニケーションの充実・協調を図り、環境保全活動を

通じ地域社会に貢献します。

④エネルギーの効率利用として、燃料･電気使用を抑制しCO2の低減に努めます。

⑤節水に努めます。

⑥環境活動レポートを通じ、情報開示に努めます。

尚、当環境方針は、従業員に周知徹底致します。

平成19年10月１日制定

令和　2年　2月１日改訂　

株式会社ダスティ

代表取締役　藤原　富藏
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４．環境への負荷の状況

※2018年12月に環境省が公表した東京電力エネジーパートナー（株）の
調整後排出係数『0.462 kg-ＣＯ2/kWh』を使用しています。

2,143

235

―

―

―

3,683

12

1.8

0

―

―

―

720

151

569

0

0

0

389,248

4,871,820

0

0

―

―

0

0

325,776

5,075,419

0

0

―

―

―

0

1.8

0

769

153

0

616

3,709

12

―

―

２０２１年度

33,141

2,359

2,352

239

―

④廃棄物排出量及び
　廃棄物最終処分量

２０２０年度

二酸化炭素※ 345,645

収集運搬量

単位環境への負荷

1,586

２０２２年度

347,264

2,144

ｔ 163

ｔ ―

①温室効果ガス排出量

③受託した一般廃棄物の
処理量

②受託した産業廃棄物の
処理量

kg-CO2

ｔ

ｔ

ｔ

　うち再資源化量等

最終処分量

中間処理後の産廃の処分量

　うち再資源化量等

中間処理量 1,580

収集運搬量 ｔ

ｔ

公共用水域

下水道

3,188

―

―

12

0

714

ｔ産業廃棄物

一般廃棄物

0

0

0

0

0

569

―

ｔ 1.8

―

0

―

―

利用された物質量

⑤－１　総排水量

⑤－２　水使用量

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

kg

kg

⑥化学物質使用量

公共用水域への排出

土壌への排出 kg

上水

工業用水

地下水

大気への排出量

145

MJ⑦エネルギー使用量

⑧物質使用量

⑨サイト内で循環的利用を
行っている物質量等

購入電力（新エネルギーを除く）

化石燃料

新エネルギー

その他

㎥

資源使用量

循環資源使用量

利用された物質量

MJ

MJ

MJ

ｔ

ｔ

ｔ

341,022

4,881,389
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５．環境経営目標・活動計画
3ヶ年計画（2022～2024年度） 作成日：2022年2月23日

　※１）二酸化炭素排出量の総量については実績の把握は行うが、事業の拡大・縮小等、

省エネ努力が及ばない側面もあるので、具体的な目標値設定はしていません。

排出量の9割以上を占める燃料の削減に努めます。

　※2)基準値は2021年度の平均値に2ｓ(標準偏差）分のばらつきを加減したものを2021

年度の基準値としています。

※2）基準値 2022年 2023年 2024年

2021年度実績
46,020kWh/年
（3,835kWh/
月）

電気使用量
2021年度実
績
1%削減
（3,797kWh/
月）

電気使用量
2021年度実
績
2%削減
（3,758kWh/
月）

電気使用量
2021年度実
績
3%削減
（3,720kWh/

NO.
環境経営目標

化石燃料
軽油

（業務部）

2021年度実績
燃費6.29km/L

燃費
2021年度実
績1％向上
（6.35km/L）

燃費
2021年度実
績2％向上
（6.42km/L）

燃費
2021年度実
績3％向上
（6.48km/L）

※１）
エネル
ギー投入
量
（温室効
果ガス排
出）

受託した
廃棄物の
収集運搬
量・受入

量

廃棄物
運搬量
（全社）

1

購入電力
（全社）

2021年度実績
8,772t/年
（731t/月）

廃棄物運搬
量2021年度
実績　　1％
拡大
（738t/月）

廃棄物運搬
量2021年度
実績　　2％
拡大
（746t/月）

廃棄物運搬
量2021年度
実績　　3％
拡大
（753/月）

6

5S教育実施

毎月ビン・缶収
集,除草,
不法投棄回収

5

水資源投
入量

（総排水
量）

井戸水
水道水
（全社）

2021年度実績
969.6㎥/年
（80.8㎥/月）

2021年度実
績1％削減
（80.0㎥/月）

2021年度実
績2％削減
（79.2㎥/月）

2021年度実
績3％削減
（78.4㎥/月）

①効果的な散水
②節水意識教育

4

事務所紙
類、事務

用品
＋D9:F23
（事務部

門）

5S活動
（業務部）

地域清掃
（全社）

5S活動徹底

地域清掃活動
月1回実施

5S活動徹底

2

3

自社排出
廃棄物

分別状況確
認
月1回実施
4/5点以上

分別状況確
認
月1回実施
4/5点以上

分別状況確
認
月1回実施
4/5点以上

分別状況確認
月1回実施
4/5点以上

①裏紙使用
②無駄コピー防
止
③Reduceを意識
して購入品を選
ぶ
④廃棄されるは
ずのものを利用
する

環境活動内容

①営業とドライ
バーの協力体制
の確立
②客先での挨拶
徹底
③見学者の処分
場への案内

①エコドライブ教
育実施
②環境意識教育
実施
③走行ルート見
直し

①照明設備利用
効率化
②エアコン設定
温度見直し

関係する環境への負
荷（関係部門）

①顧客への分別
指導
②5R活動の実
施
③新規顧客営業
の強化

2021年度実
績3％拡大
（199t/月）

2021年度実
績2％拡大
（197t/月）

2021年度実
績1％拡大
（195t/月）

2021年度実績
2,316t/年
（193t/月）

古紙リサイ
クル量
（全社）

リサイク
ル量

5S活動徹底 5S活動徹底

地域清掃活
動
月1回実施

地域清掃活
動
月1回実施

地域清掃活
動
月1回実施

事務所紙
類、事務
用品
（事務部
門）
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※評価の目安　○目標達成　　△ほぼ達成だが改善の余地あり　×未達のため要改善

（注）二酸化炭素排出量の総量の実績値は、347,264kgーCO2/年です。因みに軽油由来

の二酸化炭素排出の総量は319,481kgーCO2/年で全体の92.0％を占めています。

■ 活動結果及び評価のまとめ

１　電気使用量の削減　（全社）　評価　…　○

電気使用量の削減は目標3,797kwh/月に対して、23.1％削減の3,300kwh/月で目

　　標は達成しました。

　　　今年度は冬場に電気使用量が増加傾向にあり、不適合にはしませんでしたが、2

　月～4月に連続、目標未達が発生しました。節電を呼びかけ目標未達は脱しましたが、

　次年度は、スタートから節電を意識し、活動に取り組みます。

２　軽油燃費向上　(業務部）　評価　…　○

　　当社の二酸化炭素排出量の92％を占める最重要目標です。今年度は目標6.35㎞/L

　に対して25.3％向上の7.96㎞/L（累積平均）で目標を達成できました。

　　今後もエコドライブと効率的な収運ルートを検討し、燃費向上に努めます。

３　廃棄物収集量の拡大　（全社）　評価　…　○

　廃棄物収集運搬量の拡大は目標738ｔ/月に対して8.2％拡大の799t/月で、目標を達

 成しました。 営業強化に努め、さらなる収集運搬量拡大を目指します。

４　古紙リサイクル量の確保　（全社）　評価　…　○

　今年度は、目標195t/月に対して9.7％拡大の214ｔ/月で目標を達成しました。　

　古紙の収集運搬は当社の原点となる第2の主要業務です。回収実績は減少傾向で

毎月点検表で分別状況を
確認。毎月5点であった。

6
地域清掃活動
5S活動

全社
目標 清掃月1回

予定通りに実施ができた。 ○
実績 毎月実施

実績 5点

7
自社排出廃棄物の削減
分別状況の確認
（月1回実施）

全社
目標

5点満点で
4点以上 ○

○
実績値　㎥/月 60

4
古紙リサイクル量の拡大
2021年度実績1%拡大
（195ｔ/月）

全社
目標値　ｔ/月 195 9.7％拡大で目標達成。

単月で未達あったが、累計
ではなし。

○
実績値　ｔ/月 214

5
水資源投入量の削減
2021年度実績1%削減
保持（80.0㎥/月）

全社
目標値　㎥/月 80 目標値より33.3％の削減で

目標達成。問題なく活動を
終了できた。

3
廃棄物収集量の拡大
2021年度比1%拡大
（738ｔ/月）

全社
目標値　ｔ/月 738 8.2％拡大で目標達成。

1年を通して順調に削減で
きた。

○
実績値　ｔ/月 799

2
軽油燃費向上
2021年度実績1%向上
（6.35㎞/L）

業務部
目標値　㎞/L 6.35 25.3％向上で目標達成。

高速道路の利用により大幅
に削減できた。実績値　㎞/L 7.96

○

No. 評価目標
責任
　部門

区分 結果

3,797

3,300

13.1%削減で目標達成。
1年を通して順調に削減で
きた。

目標値kwh/月

実績値kwh/月
全社

電気使用量の削減
2021年度実績1%削減
（3,835kwh/月）

○1

６．環境活動実績、取組結果の評価2022年度（2022.2～2023.1）
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すが、市や協力業者の協力を得、古紙をリサイクルのルートに漏れが出ないように努

めます。

５　水資源投入量の削減　（全社）　評価　…　○

　今年度は昨年の実績値を基に水使用量の目標値を決定しました。目標値80.0㎥/月

に対して、33.3%減の60.0㎥/月で目標を達成しました。

　粉塵対策の強化等により水使用量は増加傾向にありますが、次年度も目標値を逸脱

しないよう、節水に努めていきます。

６　地域清掃活動　５S活動　（全社）　評価　…　○　

　ダスティリサイクルセンター前の道路を中心に近隣の清掃活動を計画通り毎月１回実施

　しました。目標に関係なく目についたゴミを拾うよう意識教育を継続して行っていきます。

７　自社排出廃棄物の削減　分別状況の確認（月１回実施）　（全社）　評価　…　○　

　廃棄物は事務所から少量出るのみで、すでに分別の徹底等の取り組みは行っています。

　排出量が少ないため目標値設定は行っていませんが、削減に向けて意識教育の結果、

　分別が更に進みました。コピー用紙削減など引き続き環境に配慮するよう取り組みます。

７．環境活動　取組みの評価及び次年度以降の進め方

No.

④客先での挨拶の徹底
　　　　　　　（特にドライバー）

○

電気使用量の削減
③不要照明の消灯、照明の節電 ○

④エアコン適正温度設定の徹底

エコドライブ、アイドリングス
トップ活動も継続する。
低燃費車導入も行っていく。

軽油使用量の削減2

○
①客先での挨拶の徹底
　　　　　　　（特にドライバー）

廃棄物収集量の
　　　　　　　　拡大

3

○

顧客確保のために挨拶、お
声かけを積極的に行う。
既存の得意先の挨拶回りを
徹底する。
現場と事務の連携を円滑に
するための体制を作る。④新規顧客営業の強化

△

⑤営業とドライバーの協力体制 △

④走行ルート見直し ○

②顧客ルート遵守の徹底 ○

③見学者の処分場への案内

①エコドライブ、アイドリングストップ教育 ○

②環境意識改革 ○

③低燃費車の切替え ○

古紙リサイクル量(収集量)
確保は重要な課題である。
今後も顧客の要望を受け止
めて収集量拡大を図る。

古紙リサイクル量
の確保

4

水資源投入量の
　　　　　　　　削減

①顧客への分別指導 ○

②５R活動の実施 ○

③新規顧客営業の強化 △

5

節水意識が定着したが、使
用量増加のため、目標値を
見直す。節水活動は今後も
努める。

①効果的な散水（節水） ○

②洗車機の効果的な使用 ○

③節水意識教育 ○

①節電意識教育 ○

②中間処理設備作業の効率化 ○
1

電気使用量削減は目標達成。
エアコン適正温度設定の徹底
が今後も課題である。
空調の温度設定を細目に管理
する。

○

評価・今後の進め方目標 評価活動計画
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No.

９．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
　　2023年1月に環境関係法令等の遵守状況を確認した結果、問題はありませんでした。

　また、近隣地域、利害関係者からの環境に関する苦情、その他要望はありません。

　≪主な環境関連法令≫

　・廃棄物処理法　　・自動車NOｘ・PM法　　・騒音規制法　　・振動規制法　　・消防法

　・家電リサイクル法　　・労働安全衛生法　　・貨物自動車運送車両法　　・道路交通法

　・浄化槽法

１０．代表者による全体の評価と見直し結果からの指示（M・R）

１．環境目標、環境活動計画の変更の必要性

　　変更の必要なし。

２．環境経営方針の変更の必要性

　　変更の必要なし。

３．その他、環境経営システムの変更の必要性

　　変更の必要なし。

　　環境関連法規への違反が無いよう全社で取り組み、管理体制を強化していく。

４.コメント

　　活動の原資が年々少なくなる中、2022年度の改善テーマを全テーマ目標達成をし、

　活動を終えることができたのは社員一同の努力の成果によるところと思っております。

　　しかし、月次で見ると、目標未達が出ているテーマもあります。したがって、今年度の

　結果に安閑とせず、2023年度は月次でも未達が出ないように日々努力を続ける所存

　です。

①分別、リサイクルの徹底 ○

②駐車場の清掃
　（チェックリストによる評価）

○

③コピー用紙使用量の削減
　　　　　　　　　　　　（裏紙利用）

④コピー機使用後のリセット徹底

構内外の清掃も定着してき
た。
月１回の清掃活動も含め今
後も活動を継続する。

廃棄物の分別、コピー機の
リセットは定着してきた。
今後は裏紙の使用だけでな
く、プリントアウトを減らす。
また、カラー印刷も控える。

6

7
△

目標 活動計画 評価

地域清掃活動
５S活動

自社排出廃棄物の
削減

○

①５S教育実施 ○

③周辺道路の不法投棄物の回収 ○

評価・今後の進め方

②備品を修理して長く使用する ○
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